
平成２９年度 職業実践専門課程における分野横断的な第三者評価に関する調査研究について

①第三者評価の分野横断的仕組み構築
11コンソーシアムのこれまでの取組内容・成果及び第三者評価の観点（設置基準等・職業実践専門課程認定要件・学修成果等・内部質
保証）等に基づき平成28年度構築した、分野横断的な第三者評価の仕組みの基本設計をもとに、第三者評価実施に必要な評価基準、規
程、様式、評価委員の育成プログラム等を「第三者評価マニュアル」（仮称）としてまとめる。

事業の概要

平成29年９月１日
私立専門学校等評価研究機構

②モデル評価組織による第三者評価の実施・検証
専門分野関連団体と連携協力し、分野横断的な第三者評価の仕組みを用いて、モデル評価実施体制による第三者評価を実施する。この取
組みを通して、職業実践専門課程の第三者評価の実施体制のあり方について検討する。主な実施内容は以下のとおりである。
・連携・協力団体との協議・評価項目基準の策定等モデル第三者評価マニュアルの作成・モデル校決定・評価実施組織の構築・評価者研
修・モデル評価実施・結果公表・事業実施の検証、実用化への課題抽出
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第三者評価の分野横断的仕組み構築事業の取組と目標

（取組計画）

あり方検討のための基礎調査
・大学等の評価制度調査
・各コンソーシアムのシステ
ムの構造・基準等調査
・職業分野別・学校と関係業
界に関する調査

モデル事業の成果反映
・各コンソーシアム実施結果

フォーラムにおける意見聴取

横断的仕組みの基本的構造検討
・評価基準体系の検討
・学修成果等の評価方法の検討
・評価表現等の検討
・評価体制・実施手順等の検討

各分野の評価システム検討

（各コンソーシアムが対応）
・第2次モデル事業の実施
・分野特性の分析
・横断的仕組みの適用検討

フォーラムにおける意見聴取

第三者評価実施体制の整備
（各コンソーシアムが対応）

規程類、様式等のひな型整備

評価業務マニュアル等の作成

評価員養成プログラムの作成

モデル組織体制の2類型による
第三者評価の実施・検証

（27年度達成成果）

・第三者評価の分野横断
的仕組みのイメージ提示
・分野横断的仕組み構築
のための課題整理等
・業界団体との連携関係
の整理

（28年度達成成果）

・分野横断的仕組みの基
本的構造の構築
（各分野で開発するシス
テムの基本的構造を提示
し、評価項目設定方法、
実施体制などを例示）

（29年度達成目標）

・分野横断的仕組みの運
用に関する規程類等整備
・コンソーシアム等と連
携・協力し、モデル評価
組織を構築の上、モデル
第三者評価の実施・検証
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評価研究機構事務局
・委員会、部会運営・学校団体との連絡調整
・その他庶務事務 （4名）

・事業総括

委員会① 委員会② 委員会③

関係団体
協議

モデルⅠ第三者評価 委託 モデル評価検証

第三者評価の仕組み

構築委員会

①基準等策定部会 ②評価組織検討部会

・分野横断的仕組みの詳細設計
・第三者評価マニュアル作成
・その他関連事項

・モデル評価の実施
・評価者研修の実施
・評価組織のあり方検討

フォーラム開催・成果公表
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・第三者評価の分野横断
的仕組みのイメージ提示
・分野横断的仕組み構築
のための課題整理等
・業界団体との連携関係
の整理

これからの専修学校教育の振興のあり方について（報告）抜粋
【中期的課題】
職業実践専門課程の質保証・向上に観点からは、認定後の取組充実の状況
を確認し、促進する枠組として第三者評価の導入を進めていくことが必要とな
ると考えられる。その際の第三者評価は、学校における内部質保証を前提にし
たものとするとともに、学修成果をより意識した専修学校の特色・強みを生か
した、実効性ある第三者評価システムを構築していくことが望まれる。
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③コンソーシアムの連絡調整
各コンソーシアムにおけるモデル事業を円滑に推進するため、情報を共有化し共通認識を持つよう連絡調整や情報発信を行う。

③ コンソーシアム
連絡調整会議
・連絡調整会議の開催
・学校・団体との連絡調整
・研修会の開催
・フォーラムの開催
（東京・大阪・福岡）
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・・・基準等策定部会 ・・・評価組織検討部会
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第三者評価マニュアル作成

・・・連絡調整会議
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モデルⅡ第三者評価 実施

成果報告書
作成

評価組織のあり方
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